
　
再
び
南
下
し
、
北
向
き
の
庚
申

様（
通
称
、
山
王
様
）を
見
た
後
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
脇
に
あ

る
庚
申
塔
を
見
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
は
、
雑
木
林
の
中
で
見
に
く

か
っ
た
の
で
す
が
、
保
育
園
の
広

場
が
で
き
、
現
在
は
し
っ
か
り
と

保
護
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
南
側
に
は
浅
間
塚
が
あ
り
ま

す
。
７
月
１
日
は
初
山
で
す
が
、

富
士
山
信
仰
の
浅
間
塚
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
裏
の
小
道

を
通
り
、
上
野
集
落
セ
ン
タ
ー
で
休

息
。
軽
く
汗
を
流
し
た
２
時
間
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
に
隠
れ

た
小
さ
な
文
化
遺
産
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
し
た
。
次
世
代
の
た
め
に

も
、
今
後
ど
う
保
護
・
保
存
・
活

用
し
て
い
く
か
が
検
討
課
題
と
痛

感
し
ま
し
た
。

歩
い
て
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
発
見

■直
じき

傳
でん

靈
れい

氣
き

ワンコイン（500円）体験会　₉
月₉日㈫₉:30～16:00、上新梨子集会所（大
字 上）　 20人（先 着 順）　 500円　 ₉
月₈日㈪までに電話で　大野 090-5495-
3572　　 日本古来の手当ヒーリン
グ。腰痛、肩こりでお困りの方。
■㊗敬老上尾旅クラブカラオケ舞踊発表会　
₉月13日㈯₉:30～、上尾市文化センター　

　 神 田 773-0641　 チ ャ リ
ティーバザー開催。最後に抽選会があります。
■第12回領工会まつり　₉月14日㈰10:00
～15:00、領家工業団地（領家1152-10、ア
イチコーポレーション敷地内）　 　藤
波 080-1144-8670（17:00まで）　
高所作業車体験・ベルーナ即売会・各種イ
ベント多数。

…定員　 …対象　 …費用　 …持ち物　 …申し込み　 …当日、直接会場へ

■泉心流詩吟　₉月15日㈷13:30～15:00、
上尾市文化センター　 　石川 725-
8748　 大画面映像で視覚から歴史
を吟じる。黒田官兵衛など。
■安心できる老後を迎えるためには！　₉
月20日㈯₉:30～11:30、上尾市文化セン
ター204（第₄集会室）　 20人　 400円　

₉月15日㈷までに電話で　古屋 080-
3524-9138　 貯蓄から運用、そして
今後の相場環境の見通しを学ぶ。
■歌と朗読の会　矢内久子の世界 Vol2　
₉月23日㈷14:00～16:30、響の森桶川市
民ホール小ホール　 150人　 1,000円　

　矢
や

内
ない

771-7136　 市内在住
の小説家矢内久子の世界。童謡からオペラ
まで。
■日本舞踊体験教室　10月₄日からの毎週
㈯13:30～15:00（全₉回）、谷津公民館（谷
津₂丁目）　 20人　 ₁回500円　 浴衣　

₉月10日㈬までに電話で　清水 774-
5416（₉:00～11:00）　 「わらべ唄」
にのせて日本舞踊を踊ってみませんか？
■第27回上尾マジッククラブ発表会　10月
₅日㈰13：00～15：00、上尾市文化センター
中ホール　 　野原 781-1197（18:00～

21:00）　 不思議で楽しいマジック
をご覧下さい。お気軽にどうぞ。
■混声合唱団コーロ・コルディアーレ定演
10月₅日 ㈰14:00～（開 場13:30）、 彩 の 国
さいたま芸術劇場音楽ホール（さいたま
市）　 1,000円　 　 齋 藤 726-2068　

創立30周年、髙田三郎作曲『内な
る遠さ』などを演奏。
■聖学院大学創立記念音楽会　10月25日㈯
18:00～20:00、聖学院大学チャペル　 300人　

10月₃日㈮までに往復はがきで　聖学院
キリスト教センター 725-5495　
応募方法は聖学院大学ホームページをご覧
ください。

●ギターアンサンブル「フレッツ」　毎週㈯
18:30～21:30、大石公民館　月額3,000円

（別途楽譜代）　佐藤 775-4547　
フォーク、軽音楽、歌謡曲など、初級講座あり。
●ひらひらの会（平家物語を読む会）　毎月
第₂㈮10:00～12:00、平方公民館　月額
1,300円　 佐 藤 774-6127（20:00～22:00）　

古典から現代に立ち現れる人々の
暮らしが見えてくる。

拝
観
し
、
初
午
の
行
事
に
話
題
が

弾
み
ま
し
た
。
こ
の
行
事
で
は
、

自
宅
や
近
隣
の
お
稲
荷
さ
ん
に
赤

飯
と「
し
も
つ
か
れ
」（
北
関
東
の

郷
土
料
理
）を
お
供
え
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
次
に
旧
家
の
裏
庭
に
あ
る
江
戸

時
代
中
期
の
庚
申
塔
２
基
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
で
は
見

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
参
加
者

か
ら
は「
子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
で

い
た
が
、
気
付
か
な
か
っ
た
」と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場

脇
に
あ
る
お
地
蔵
様
を
見
上
げ
ま

し
た
。
通
称
、
い
ぼ
地
蔵
。
道
路

拡
張
で
現
在
の
位
置
に
少
し
移
動

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
茶
の
矢
島

園
脇
を
南
下
し
、
平
方
ゴ
ル
フ

ガ
ー
デ
ン
近
く
の
万
治
二
年
銘
庚

申
塔（
市
指
定
文
化
財
）を
見
ま
し

た
。
林
の
中
に
あ
り
気
付
き
に
く

い
の
で
、
こ
こ
で
も「
長
年
住
ん

で
い
た
が
知
ら
な
か
っ
た
」と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
、
上
野
区
主
催
の「
上

野
区
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
平
方

小
東
側
の
中
堀
川
支
流
の
埋
め
立

て
ら
れ
た
谷
跡
を
眺
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
江
戸
時
代
か
ら
終
戦
後

し
ば
ら
く
、
つ
み
田（
稲
作
）が
行

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
腰
ま
で

つ
か
る
湿
田
で
、
雑
草
取
り
や
稲

刈
り
は
特
に
大
変
だ
っ
た
と
農
家

の
方
に
聞
き
ま
し
た
。

　
住
宅
や
畑
の
間
を
抜
け
江
戸
時

代
か
ら
続
く
お
稲い
な
り荷
さ
ん
の
社
を悠然と立つ「いぼ地蔵」

平
方
地
区

小こ

池い
け 

敏と
し

朗ろ
う 

さ
ん

市民の情報交流スポット

おいでください

いきいきサークル　会員・団員募集

地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

特
派
員

ま
ち
か
ど

だ
よ
り
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SPOT
LIGHT

The life of a great person

　

日
本
か
ら
約
１
４
、０
０
０
㌔
㍍
も
離
れ

た
南
極
圏
内
に
あ
る
昭
和
基
地
。
中
山
宣
彦

さ
ん
は
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
こ
と
し
の
３

月
ま
で
、
第
54
次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
越

冬
隊
員
と
し
て
こ
の
地
に
滞
在
し
ま
し
た
。

大
工
職
と
し
て
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
㈱
に
勤
務
す

る
中
山
さ
ん
は
、
昭
和
基
地
で「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
棟
」と
い
う
施
設
の
建
設
・
完
成
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
研
究
員
な
ど
他
の
分

野
の
隊
員
も
建
設
作
業
に
携
わ
る
た
め
、
そ

の
指
揮
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。

　
南
極
と
い
う
場
所
は
、
日
本
で
は
想
像
で

き
な
い
こ
と
ば
か
り
。
氷
に
覆
わ
れ
、
冬
は

マ
イ
ナ
ス
40
℃
を
下
回
る
、
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
厳
し
い
土
地
で
す
。「
長
い
間
家
族

と
会
え
な
い
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
極

寒
の
地
で
出
会
っ
た
オ
ー
ロ
ラ
、
ペ
ン
ギ
ン

や
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
珍
し
い
動
物
、
日
本
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
青
空
の
色
の
濃
さ

に
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
滞
在
中
の
昨
年
10
月
、
昭
和
基
地
と
母
校

の
大
石
南
中
学
校
と
の
間
で
、
衛
星
中
継
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
か
ら
の
南
極
や
基
地

の
紹
介
と
い
う
貴
重
な
体
験
に
、
生
徒
た
ち

は
大
喜
び
。
同
校
に
は
中
山
さ
ん
の
お
子
さ

ん
も
在
学
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
帰
還
後
、
中
山
さ
ん
は「
南
極
ク
ラ
ス
」と

い
う
活
動
で
全
国
各
地
の
学
校
や
企
業
で
講

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
南
極
へ

向
か
う
船
が
暴
風
圏
を
抜
け
た
時
に
偶
然
撮

影
し
た「
２
０
１
２
年
12
月
12
日
12
時
12
分

12
秒
」の
写
真
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
帰
っ

て
き
て
か
ら
見
る
と『
そ
の
一
瞬
は
そ
の
時

し
か
な
い
』と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま

す
。
講
演
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
に
も
、
一

瞬
一
瞬
を
大
切
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

　
こ
と
し
11
月
に
は
、
瓦
葺
中
学
校
で
講
演

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
夢
と
希
望
い
っ
ぱ

い
の
中
山
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
子
ど
も
た

ち
の
中
か
ら
、未
来
の
隊
員
が
現
れ
る
日
も
、

そ
う
遠
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第54次日本南極地域観測隊員として南極に滞在

中な

か

山や

ま 

宣の

り

彦ひ

こ

さ
ん

（
畔
吉
在
住
）

極寒の地で得た感動を次の世代へ

「クイズ アッピーを探そう！」（₂ページ参照）で寄せられた『広
報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は ８ 月号です。

⇨広報広聴課　 ７７５－４９１８・ ７７6－８８７3

昭和基地滞在中の中山さん

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。	

※内容は一部要約しています。

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
～人・仲間～

●上尾シティマラソン、見るのも楽しそうですね!�
� （40代女性）
●�退職後、上平公園でジョギングをしています。今年
は久しぶりにシティマラソンに参加するつもりです。
� （60代男性）

毎年8,000人以上が参加する秋の風物詩、
上尾シティマラソン。箱根駅伝の前哨戦と
もされる、全国規模の大会なんです。「走る
のが苦手…」という人には、白熱したレー
スを間近で観戦するのもお勧めですよ！

ランナー募集 !! 上尾シティマラソン 金婚式典・ダイヤモンド婚式典

表紙

●�私たちも金婚式に近付いていることを知り、新たな目標が
できました。健康管理に徹し、式典に参加できるよう努力して
いきたいと思います。�  （70代男性）

●�₈月号の広報の表紙はいかにも夏向けの爽やかな感じが良かった
です。次回はどうかなと楽しみにしています。 （70代男性）

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

撮影に協力してくれた平方幼稚園の子どもたち
や、マイケル先生の笑顔が印象的な一枚となりま
した。これからも、皆さんが思わず手に取りたく
なるような素敵な表紙を作っていきます！

中山さんの南極での様子はブログ『南極アホウドリの巣づくり日記』　〜NDM発信〜（ http://misawa.co-blog.jp/nankyoku54/）で、「南極クラス」に
ついて詳しくは南極クラスホームページ（ http://www.eco.misawa.co.jp/antarctic-class/）でご覧になれます。
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